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■当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／株式 

信 託 期 間 2007年５月18日から無期限です。 

運 用 方 針 

「JPMorgan Funds-アセアン・エクイティ・ファ
ンド」のＩクラスへの投資を通じて、主として
アセアン諸国（東南アジア諸国連合）の株式等
に投資を行い、中長期的な信託財産の成長を目
指して運用を行うことを基本方針とします。な
お、「ＣＡマネープールファンド（適格機関投
資家専用）」への投資も行います。原則とし
て、為替ヘッジは行いません。 

主要運用対象 

アムンディ・
りそなアセア
ン・ファンド 

JPMorgan Funds-アセアン・エ
クイティ・ファンドのＩクラス 
ＣＡマネープールファンド
（適格機関投資家専用） 

JPMorgan 
Funds-アセア
ン ・ エ ク イ
ティ・ファン
ドのＩクラス 

アセアン諸国（東南アジア諸
国連合）の株式等 

Ｃ Ａ マ ネ ー
プールファンド 
（適格機関投資
家専用） 

本邦通貨表示の短期公社債 

組 入 制 限 

株式（新株引受権証券及び新株予約権証券を含
みます）への直接投資は行いません。外貨建資
産（外貨建資産を組入可能な投資信託証券を含
みます）の投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時（年２回、原則毎年３月15日および９
月15日。休業日の場合は翌営業日）に、原則と
して以下の方針に基づき分配を行います。分配
対象額の範囲は、経費控除後の繰越分を含めた
利子・配当収入と売買益（評価益を含みます) 
等の全額とします。分配金額は、委託会社が基
準価額水準及び市況動向等を勘案して決定しま
す。ただし、分配対象収益額が少額の場合には
分配を行わないこともあります。 

 

 
 

 

愛称：メコン 

ア ム ン デ ィ ・ 

りそなアセアン・ファンド 

 

運用報告書 (全体版) 

第37期 (決算日 2025年９月16日) 

 

受益者のみなさまへ 

 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申

し上げます。 

当ファンドはこの度、上記の決算を行

いました。ここに期中の運用状況につい

てご報告申し上げます。 

今後とも一層のお引き立てを賜ります

よう、よろしくお願い申し上げます。 
 
 

アムンディ・ジャパン株式会社 

〒105-0021 東京都港区東新橋１丁目９番２号 
お客様サポートライン：050-4561-2500 

受付は委託会社の営業日の午前９時から午後５時まで 
ホームページアドレス：https://www.amundi.co.jp/ 

＜ 4854145・4884107 ＞
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アムンディ・りそなアセアン・ファンド 

■最近５期の運用実績 

決  算  期 
基準価額 
(分配落) 

  

参考指数 

 投資信託 
受益証券 
組入比率 

投資証券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

33期(2023年９月15日) 10,307 300 10.2 19,144 11.8 0.2 99.3 2,654 

34期(2024年３月15日) 10,458 300 4.4 20,052 4.7 0.2 98.5 2,659 

35期(2024年９月17日) 10,618 500 6.3 21,555 7.5 0.2 98.7 2,505 

36期(2025年３月17日) 10,265 300 △ 0.5 21,429 △ 0.6 0.2 97.1 2,299 

37期(2025年９月16日) 11,216 500 14.1 25,223 17.7 0.2 99.0 2,458 
 
（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。 
（参考指数について） 
参考指数は、MSCI AC アセアン 10/40 インデックス（税引後配当込み、円換算ベース）です。ただし、設定日から2021年11月30
日までの参考指数はMSCI AC アセアン・インデックス（円換算ベース）でした。参考指数の騰落率はMSCI AC アセアン・イン
デックス（円換算ベース）と連続させて指数化した値から算出しています。 
MSCI AC アセアン・インデックスおよびMSCI AC アセアン 10/40 インデックスは、MSCI Inc.が開発した株価指数です。同指数
に関する著作権、その他知的財産権はMSCI Inc.に帰属しております。以下同じ。 

 

■当期中の基準価額と市況等の推移 

年  月  日 基準価額 

 

参考指数 

 投資信託 
受益証券 
組入比率 

投資証券 
組入比率 騰 落 率 騰 落 率 

(期   首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2025年３月17日 10,265 － 21,429 － 0.2 97.1 

３月末 10,429 1.6 21,873 2.1 0.2 97.7 

４月末 10,028 △ 2.3 21,164 △ 1.2 0.2 97.8 

５月末 10,825 5.5 22,742 6.1 0.2 98.7 

６月末 10,626 3.5 22,651 5.7 0.2 99.0 

７月末 11,286 9.9 24,202 12.9 0.2 98.6 

８月末 11,453 11.6 24,632 14.9 0.2 98.1 

(期   末)       

2025年９月16日 11,716 14.1 25,223 17.7 0.2 99.0 
 
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
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アムンディ・りそなアセアン・ファンド 

【基準価額等の推移】 

 
 

第37期首 10,265円 

第37期末 11,216円 

既払分配金 
（税込み） 

500円 

騰落率 
14.1％ 

(分配金再投資ベース) 
 

  

 
（注１）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンドの運用の実

質的なパフォーマンスを示すものです。 
（注２）実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、

ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注３）参考指数は、MSCI AC アセアン 10/40 インデックス（税引後配当込み、円換算ベース）です。 
（注４）分配金再投資基準価額および参考指数は、2025年３月17日の値を基準価額と同一となるように指数化しています。 

 
【基準価額の主な変動要因】 

当ファンドの基準価額は、前期末比で上昇しました。 

 

上昇要因 

当期を通じて、人工知能関連の強い需要を背景に台湾のＩＴ企業の子会社であるタイのＩＴ関連株が上昇し

たことや、堅調な収益成長を背景にシンガポールのオンラインプラットフォーム関連株が堅調に推移したほか、

追加配当の支払いを決定したシンガポール・テレコムの上昇などが基準価額の上昇要因となりました。 

 

下落要因 

インドネシアのプランテーション企業は、パーム油価格の軟調な推移にともない、2025年３月から５月にか

けて株価が下落したほか、タイの病院運営会社が５月から７月にかけて下落し、また、インドネシアのオンラ

インプラットフォーム企業が、競争激化による利益率の圧迫から、５月から９月にかけて下落したことなどが

基準価額の下落要因となりました。 
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アムンディ・りそなアセアン・ファンド 

【投資環境】 

＜東南アジア株式市場＞ 

当期、アセアン諸国は世界的な金融政策の転換と地政学的リスクの高まりにより、複数の課題に直面しまし

た。加えて、米国による関税措置が大きな懸念材料となりました。一方、地域全体ではＦＲＢ（米連邦準備理

事会）の利下げ期待が市場を下支えし、新興国経済にとってプラス材料となりました。 

アセアン域内において、インドネシアは地域の焦点となりました。政治的な不安定さ、特にスリ・ムルヤ

ニ・インドラワティ財務大臣の解任は、外国投資家の資金流出や市場の変動を引き起こしました。タイにおい

ても、ペートンタン・シナワット首相の解任後に変動がみられましたが、アヌティン・チャーンウィラクル氏

の選出により、市場心理はやや回復の兆しを示しました。こうした問題があったものの、当期のアセアン株式

市場は堅調に推移しました。シンガポールは、銀行を中心とする好調な企業収益や地域的な不確実性の中での

安全な避難先として好まれ、最も優れたパフォーマンスを示しました。タイは、継続する政治的混乱にもかか

わらず上昇し、シンガポールに次ぐパフォーマンスを記録しました。一方、フィリピンは持続的なインフレ、

通貨安、そして投資家の信頼感を損なった消費者心理の低迷が重荷となり、最もパフォーマンスの低い市場と

なったほか、インドネシアも軟調に推移しました。業種別では、情報技術、素材、コミュニケーション・サー

ビスが最もアウトパフォームしたほか、資本財・サービスも好調に推移しました。一方で、生活必需品とヘル

スケアはアンダーパフォームしました。 

 

＜為替市場＞ 

当期の米ドルは円に対してやや下落しました。2025年３月に、米国のインフレ再燃懸念を受けた金利先高観

に支えられ米ドルは一時上昇しました。しかし、４月初めに米国で追加の相互関税案が発表されると、予想以

上の規模に世界景気の混乱・低迷を懸念する動きから米ドルが売られ、安全資産として円買いが進みました。

その後、混乱回避のために追加関税の上乗せ部分の発効の猶予が発表されたことや、ベッセント財務長官によ

る中長期的に米ドルが強いことが望ましいとの発言もあったことから、米ドルは対円で下げ止まりました。当

期末にかけては、米国の景況感や利下げをめぐる思惑、関税交渉の推移などを睨みながら方向感のない展開が

続きました。 

外需依存の高いアセアン諸国では、先進国経済の減速や米国を始めとする各国の関税政策等が大きな下方リ

スクとなっているほか、個別要因もあり、アセアン通貨は当期、まちまちの展開となりました。シンガポール

ドルやマレーシアリンギット、タイバーツは円に対して上昇しましたが、インドネシアルピアやベトナムドン

は円に対して下落しました。 

 

＜日本短期国債市場＞ 

当期の短期国債市場では、ＴＤＢ（国庫短期証券）３ヵ月物利回りが上昇しました。2025年１月に日本銀行

が政策金利を0.5％へと引き上げたことにより、ＴＤＢ３ヵ月物利回りは0.3％近辺まで上昇して推移していま

したが、その後もさらなる利上げ観測が続いたことから緩やかに上昇し、0.4％近辺での推移となりました。 
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アムンディ・りそなアセアン・ファンド 

【ポートフォリオ】 

＜当ファンド＞ 

当ファンドは主として、アセアン諸国（東南アジア諸国連合）の株式等に投資する「JPMorgan Funds-アセ

アン・エクイティ・ファンド」のＩクラス（米ドル建）と「ＣＡマネープールファンド（適格機関投資家専

用）」に投資することにより、その実質的な運用はそれぞれの投資先ファンドが行い、中長期的な信託財産の

成長を目指した運用を行いました。「JPMorgan Funds-アセアン・エクイティ・ファンド」のＩクラスの組入比

率は、原則として90％以上とすることを基本としていることから、基本方針に従い当該ファンドの組入比率を

高位に維持しました。 

（アムンディ・ジャパン株式会社） 

 

＜JPMorgan Funds-アセアン・エクイティ・ファンド（Ｉクラス）＞ 

当期の当ファンドは上昇しました。マレーシアとシンガポールの銘柄選択、およびマレーシアのアンダー

ウェイトはプラス要因となりました。一方で、インドネシアとタイの銘柄選択、およびインドネシアのオー

バーウェイトが主なマイナス要因となりました。セクター別では、金融の銘柄選択および素材のアンダーウェ

イトが主なマイナス要因となりましたが、一方、資本財・サービスの銘柄選択はプラス要因となりました。銘

柄ではインドネシアの大手銀行であるバンク・セントラル・アジアは、政情不安や抗議活動に起因する広範な

マクロ経済への懸念により、最大のマイナス要因となりました。また、タイでは、バンコク・ドゥシット・メ

ディカル・サービシズ（ヘルスケア）が収益見通しの下方修正、国内需要の低迷、外国人患者の変動、保険お

よび規制の変更といった要因が重なり株価が下落しました。一方で、マレーシアのガムーダ（資本財・サービ

ス）は、堅調な受注残高とインフラ需要を背景に急騰したほか、シンガポールの電子商取引、ゲーム、フィン

テックのプラットフォームを運営するシー・リミテッドは、業界競争が激化する中で、経営陣による成長見通

しに関する楽観的なガイダンスと、電子商取引プラットフォーム「Ｓｈｏｐｅｅ」の確固たる市場シェアが好

感され、株価が上昇しました。 

当期のポートフォリオでは、インドネシアの投資比率を縮小しました。これは、予想を下回るマクロ指標、

控えめな景気刺激策、ならびにソブリン・ウェルス・ファンド「ダナンタラ」の設立にともなう財政赤字懸念

が不確実性と成長への懸念をもたらしているためです。一方で、ベトナムの投資比率を拡大しました。 

（JPモルガン・アセット・マネジメント（シンガポール）リミテッド） 

 

＜ＣＡマネープールファンド（適格機関投資家専用)＞ 

当期、主として12ヵ月以内に償還を迎える地方債や短期国債への投資により、安定した収益の確保を目指し

て運用を行いました。 

（アムンディ・ジャパン株式会社） 

 

【分配金】 

収益分配金につきましては、基準価額水準および市況動向等を勘案した結果、分配を行いました（分配金額

および分配原資の内訳につきましては、後記の「分配金のお知らせ」をご覧ください）。なお、収益分配に充

てず、信託財産内に留保した収益については、委託会社の判断に基づき、元本部分と同一の運用を行います。 
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アムンディ・りそなアセアン・ファンド 

【今後の運用方針】 

＜当ファンド＞ 

当ファンドが投資する「JPMorgan Funds-アセアン・エクイティ・ファンド（Ｉクラス）」の組入比率を引き

続き高位に保ちます。この目標比率は短期的な視点で判断するものではなく、継続性を重視しています。 

（アムンディ・ジャパン株式会社） 

 

＜JPMorgan Funds-アセアン・エクイティ・ファンド（Ｉクラス）＞ 

アセアンにおける関税率は、解放記念日に当初懸念されていた水準よりも低い水準に設定されました。実際

の関税の引き上げ幅も、表面上の税率から推測される水準よりも低くなっています。これにより、相対的にみ

てもアセアンは引き続きサプライチェーンの多様化の恩恵を享受する可能性が高い地域となっています。2025

年上半期に一部需要の前倒しがみられるものの、金利の低下と米ドルの弱含みが2025年下半期への緩衝材とな

る可能性があります。各国政府も保守的な財政・金融政策をとっているため、必要であれば機動的に行動する

余地があるとみられます。同諸国のバリュエーションは全般的に過去や他地域と比較しても魅力的な水準にあ

り、投資家の投資比率は依然として低位にとどまっています。 

成長をけん引する良好な人口動態、中間層の増加、消費の拡大などアセアンの構造的な強みに変更はないと

考えます。金融とデジタルの普及は消費行動に変化をもたらし、経済が回復した際に恩恵を享受するとみられ

る従来のセクターだけではなく、デジタル経済や脱炭素化といった新興産業銘柄にとっても投資機会をもたら

すとみています。当ファンドではインドネシアは政治不安から成長懸念が高まっているものの、個別銘柄の魅

力的な投資機会と捉えています。シンガポールは中央銀行であるＭＡＳ（シンガポール金融管理局）によるＥ

ＱＤＰ（株式市場発展プログラム）の実施を背景に、引き続き有望な見通しを示しています。タイは政治不安

からマクロ的には厳しい状況が続いていることから、引き続き銘柄を厳選しています。一方、マレーシアは引

き続きアンダーウェイトとしていますが、同国を人工知能のインフラおよびテクノロジーのハブとして確立す

る政府の取り組みに前向きな兆しがみられ、ボトムアップでの銘柄選択に注目しています。金融は景気循環的

にも構造的にも引き続き投資妙味があるとみています。当ファンドは高い成長が見込まれ、長期に優位性が高

いと考えられる企業を引き続き選好します。 

（JPモルガン・アセット・マネジメント（シンガポール）リミテッド） 

 

＜ＣＡマネープールファンド（適格機関投資家専用)＞ 

安全性重視の観点から、12ヵ月以内に償還を迎える債券への投資により安定的な運用を行います。 

（アムンディ・ジャパン株式会社） 
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アムンディ・りそなアセアン・ファンド 

■１万口当たりの費用明細 

項     目 

第 37 期 

(2025年３月18日 

～2025年９月16日) 
項 目 の 概 要 

金 額 比 率 

(a) 信 託 報 酬 62円 0.579％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

( 投 信 会 社 ) (18) (0.165) 委託した資金の運用の対価 

( 販 売 会 社 ) (42) (0.386) 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、 

購入後の情報提供等の対価 

( 受 託 会 社 ) ( 3) (0.028) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

(b) そ の 他 費 用 1 0.005 その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

( 監 査 費 用 ) ( 1) (0.005) 監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

合     計 63 0.584  
期中の平均基準価額は10,774円です。 

 
（注１）費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 
（注２）消費税は報告日の税率を採用しています。 
（注３）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注４）各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。 
（注５）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、

項目ごとに小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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アムンディ・りそなアセアン・ファンド 

（参考情報） 

●総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証

券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した総

経費率（年率）は2.07％です。 

 

 

 

総経費率（①＋②＋③）  2.07％ 

①このファンドの費用の比率 1.17％ 

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.90％ 

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.00％ 
 
（注１） ①の費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注２） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注３） 各比率は、年率換算した値です。 

（注４） 投資先ファンドとは、このファンドが組入れている投資信託証券です。 

（注５） ①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注６） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。 
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アムンディ・りそなアセアン・ファンド 

■売買及び取引の状況（2025年３月18日から2025年９月16日まで） 

投資信託受益証券、投資証券 

 
買     付 売     付 

口  数 買 付 額 口  数 売 付 額 

外
国 

(ルクセンブルク） 千口 千米ドル 千口 千米ドル 

JPMorgan Funds-アセアン・エクイティ・ファンド（Ｉクラス） 1 278 5 1,209 
 
（注１）金額は受渡し代金です。 
（注２）単位未満は切捨てです。 

 

■利害関係人との取引状況等（2025年３月18日から2025年９月16日まで） 

当期中における利害関係人との取引等はありません。 
 
（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

■組入資産の明細（2025年９月16日現在） 

(1) 国内（邦貨建）投資信託受益証券 

銘             柄 

期  首 
（前期末） 

当   期   末 

口  数 口  数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＣＡマネープールファンド（適格機関投資家専用) 4,671 4,671 4,689 

合       計 
口 数 ・ 金 額 4,671 4,671 4,689 

銘 柄 数 ＜ 比 率 ＞ 1 1 ＜0.2％＞ 
 
（注１）＜ ＞内は、純資産総額に対する評価額の比率です。以下同じ。 
（注２）単位未満は切捨てです。以下同じ。 

 

(2) 外国（外貨建）投資証券 

銘             柄 

期  首 
（前期末） 

当    期    末 

口 数 口 数 
評   価   額 

外貨建金額 邦貨換算金額 

(ルクセンブルク) 千口 千口 千米ドル 千円 

JPMorgan Funds-アセアン・エクイティ・ファンド（Ｉクラス） 81 76 16,500 2,434,314 

合       計 
口 数 ・ 金 額 81 76 16,500 2,434,314 

銘 柄 数 ＜ 比 率 ＞ 1 1 － ＜99.0％＞ 
 
（注）邦貨換算金額は、期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 
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アムンディ・りそなアセアン・ファンド 

■投資信託財産の構成（2025年９月16日現在） 

項            目 
当   期   末 

評 価 額 比 率 
 千円 ％ 

投 資 信 託 受 益 証 券 4,689 0.2 
投 資 証 券 2,434,314 94.1 
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 149,052 5.7 
投 資 信 託 財 産 総 額 2,588,055 100.0 

 
（注１）金額の単位未満は切捨てです。 
（注２）当期末における外貨建純資産（2,434,314千円）の投資信託財産総額（2,588,055千円）に対する比率は94.1％です。 
（注３）外貨建資産は、期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

なお、2025年９月16日現在における邦貨換算レートは、１米ドル＝147.53円です。 
 

■資産、負債、元本及び基準価額の状況 
(2025年９月16日現在) 

項 目 当 期 末 

(A) 資 産 2,588,055,847円 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 149,050,304 

投資信託受益証券(評価額) 4,689,628 

投 資 証 券(評価額) 2,434,314,486 

未 収 利 息 1,429 

(B) 負 債 129,106,398 

未 払 収 益 分 配 金 109,621,194 

未 払 解 約 金 5,402,040 

未 払 信 託 報 酬 13,956,688 

そ の 他 未 払 費 用 126,476 

(C) 純 資 産 総 額(A－B) 2,458,949,449 

元 本 2,192,423,892 

次 期 繰 越 損 益 金 266,525,557 

(D) 受 益 権 総 口 数 2,192,423,892口 

１万口当たり基準価額(C／D) 11,216円 
 
（注記事項） 
期首元本額 2,239,740,623円 
期中追加設定元本額 39,697,297円 
期中一部解約元本額 87,014,028円 

■損益の状況 
当期 (自2025年３月18日  至2025年９月16日) 

項 目 当 期 
(A) 配 当 等 収 益 84,077円 

受 取 利 息 84,077 
(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 331,661,704 

売 買 益 359,635,340 
売 買 損 △ 27,973,636 

(C) 信 託 報 酬 等 △ 14,083,164 
(D) 当 期 損 益 金(A＋B＋C) 317,662,617 
(E) 前 期 繰 越 損 益 金 193,763,051 
(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 △135,278,917 

(配 当 等 相 当 額) (  32,167,946) 
(売 買 損 益 相 当 額) (△167,446,863) 

(G)  計 (D＋E＋F) 376,146,751 
(H) 収 益 分 配 金 △109,621,194 

次 期 繰 越 損 益 金(G＋H) 266,525,557 
追 加 信 託 差 損 益 金 △135,278,917 
(配 当 等 相 当 額) (  32,167,946) 
(売 買 損 益 相 当 額) (△167,446,863) 
分 配 準 備 積 立 金 401,804,474 

 
（注１） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを

含みます。 
（注２）(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額

を含めて表示しています。 
（注３）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の

際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額
分をいいます。 

 
分配金の計算過程 
計算期間末における費用控除後の配当等収益(79,852円)、費
用控除後の有価証券等損益額(305,065,683円)、信託約款に規
定する収益調整金(32,167,946円)および分配準備積立金
(206,280,133円)より分配対象収益は543,593,614円(10,000口
当たり2,479円)であり、うち109,621,194円(10,000口当たり
500円)を分配金額としております。 
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アムンディ・りそなアセアン・ファンド 

■分配金のお知らせ 

決  算  期 第37期 

１万口当たりの分配金（税込み) 500円 
 
◇分配金をお支払いする場合 

分配金は決算日から起算して５営業日目までにお支払いを開始しています。 

◇分配金を再投資する場合 

お手取り分配金は、決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

 

収益分配金に関する留意事項 
●分配金は、預貯金の利息とは異なり、投資信託の純資産から支払われますので、分配金が支払われると、その金額相当分、基準
価額は下がります。 

●分配金は、計算期間中に発生した収益（経費控除後の配当等収益および評価益を含む売買益）を超えて支払われる場合があります。 
その場合、当期決算日の基準価額は前期決算日と比べて下落することになります。 
また、分配金の水準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。 

●投資者のファンドの購入価額によっては、分配金の一部または全部が、実質的には元本の一部払戻しに相当する場合があります。 
ファンド購入後の運用状況により、分配金額より基準価額の値上がりが小さかった場合も同様です。 

 

【分配原資の内訳】 （単位：円・１万口当たり・税込み） 

項  目 
第37期 

（2025年３月18日～2025年９月16日) 

当期分配金 500 

 (対基準価額比率) (4.268％) 

 当期の収益 500 

 当期の収益以外 － 

翌期繰越分配対象額 1,979 
 
（注１）｢対基準価額比率」は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異

なる点にご留意ください。 
（注２）｢当期の収益」「当期の収益以外」は小数点以下切捨てで算出しているため、合計が「当期分配金」と一致しない場合があ

ります。 

 

《お知らせ》 
・ 投資信託及び投資法人に関する法律第14条の改正に伴い、2025年４月１日付けで投資信託約款に所要の変更

を行いました。 
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JPMorgan Funds-アセアン・エクイティ・ファンド

＜１. 補足情報＞ 

組入ファンド「JPMorgan Funds-アセアン・エクイティ・ファンド」の決算日（毎年６月末日）と当

ファンドの決算日が異なっていますので、2025年８月31日現在の情報を掲載しています。 

 

■有価証券明細（評価額上位30銘柄）（2025年８月31日現在） 

株式 

銘柄 通貨 株数 評価額（米ドル) 

シンガポール DBS Group Holdings Ltd SGD 1,467,820 57,797,557.60 
 Sea Limited Sponsored ADR Class A USD 309,402 57,715,849.08 
インドネシア PT Bank Central Asia Tbk IDR 80,085,000 39,216,881.44 
シンガポール United Overseas Bank Limited SGD 940,636 25,799,673.30 
 Oversea-Chinese Banking Corporation Limited SGD 1,841,175 24,022,813.33 
 Singapore Telecommunications Limited SGD 5,737,500 19,274,064.69 
インドネシア PT Bank Rakyat Indonesia (Persero) Tbk Class B IDR 70,710,983 17,366,857.56 
シンガポール CapitaLand Integrated Commercial Trust SGD 9,382,636 16,673,741.29 
 Grab Holdings Limited Class A USD 3,020,714 15,073,362.86 
 Singapore Exchange Ltd. SGD 1,160,400 14,986,615.74 
マレーシア Gamuda Bhd. MYR 11,006,543 14,484,350.08 
タイ Delta Electronics (Thailand) Public Co. Ltd.(Alien Mkt) THB 2,948,200 13,651,180.74 
 CP ALL Public Company Limited(Alien Mkt) THB 9,184,100 12,474,159.59 
インドネシア PT Telkom Indonesia (Persero) Tbk Class B IDR 61,877,300 11,745,054.52 
タイ Gulf Development Public Company Limited(Alien Mkt) THB 7,698,662 11,169,535.85 
フィリピン International Container Terminal Services, Inc. PHP 1,225,250 10,356,037.27 
タイ Bangkok Dusit Medical Services Public Co. Ltd.(Alien Mkt) THB 15,952,400 10,193,384.16 
シンガポール Singapore Technologies Engineering Ltd SGD 1,641,100 9,823,575.99 
フィリピン BDO Unibank, Inc. PHP 3,987,280 9,433,550.72 
インドネシア PT Bank Mandiri (Persero) Tbk IDR 32,809,600 9,411,122.38 
マレーシア CIMB Group Holdings Bhd MYR 5,048,707 8,878,554.56 
シンガポール Keppel Ltd. SGD 1,245,800 8,496,297.74 
フィリピン Bank of the Philippine Islands PHP 3,873,630 7,659,816.08 
シンガポール Jardine Cycle & Carriage Limited SGD 337,500 7,439,204.99 
フィリピン Ayala Land Inc. PHP 14,553,900 7,131,143.58 
タイ PTT Exploration & Production Plc(Alien Mkt) THB 2,042,500 7,061,583.58 
マレーシア Tenaga Nasional Bhd MYR 2,203,500 6,884,307.69 
タイ Minor International Public Co., Ltd.(Alien Mkt) THB 9,182,000 6,632,467.97 
 Bumrungrad Hospital Public Co., Ltd.(Alien Mkt) THB 1,200,100 6,594,159.59 
 Central Pattana Public Co. Ltd.(Alien Mkt) THB 4,043,200 6,427,683.28 
 
（注）通貨欄の表記は以下の通りです。 

SGD（シンガポールドル）、USD(米ドル)、IDR（インドネシアルピア）、MYR（マレーシアリンギット）、THB（タイバーツ）、
PHP（フィリピンペソ） 
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ＣＡマネープールファンド（適格機関投資家専用）

＜２. 補足情報＞ 

組入ファンド「ＣＡマネープールファンド（適格機関投資家専用）」の決算日（2025年２月17日）と当

ファンドの決算日が異なっていますので、2025年９月16日現在の情報を掲載しています。 

 

■主要な売買銘柄（2025年２月18日から2025年９月16日まで） 
公社債 

買            付 売            付 
銘        柄 金    額 銘        柄 金    額 

 千円  千円 
第1300回国庫短期証券 49,745 第1263回国庫短期証券 139,797 
第1307回国庫短期証券 99,461 第1314回国庫短期証券 639,559 
第1314回国庫短期証券 799,284   

 
（注１）金額は受渡し代金です。経過利子分は含まれていません。 
（注２）単位未満は切捨てです。 
（注３）国内の現先取引によるものは含まれていません。 

 

■組入資産の明細（2025年９月16日現在） 
公社債 

Ａ 債券種類別開示 
国内（邦貨建）公社債 

区 分 
2025  年  ９  月  16  日  現  在 

額面金額 評 価 額 組入比率 
うちＢＢ格 
以下組入比率 

残 存 期 間 別 組 入 比 率 
５年以上 ２年以上 ２年未満 

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％ 
国 債 証 券 310,000 309,415 71.4 － － － 71.4 

合 計 310,000 309,415 71.4 － － － 71.4 
 
（注１）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 
（注２）単位未満は切捨てです。 
（注３）－印は組入れなしです。 
（注４）評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 
 
Ｂ 個別銘柄開示 

国内（邦貨建）公社債 

種 類 銘     柄 
2025 年 ９ 月 16 日 現 在 

利 率 額 面 金 額 評  価  額 償還年月日 
  ％ 千円 千円  

国 債 証 券 
第1300回国庫短期証券 0 50,000 49,835 2026/４/20 
第1307回国庫短期証券 0 100,000 99,588 2026/５/20 
第1314回国庫短期証券 0 160,000 159,990 2025/９/22 

合    計  310,000 309,415  
 
（注）額面・評価額の単位未満は切捨てです。 
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JPMorgan Funds-アセアン・エクイティ・ファンド

JPMorgan Funds-アセアン・エクイティ・ファンド 

決算日 2024年６月30日 

（計算期間：2023年７月１日～2024年６月30日） 
 

作成時点において、入手可能な直前計算期間の年次報告書をもとに委託会社が翻訳・抜粋・作成しています。 

なお、開示情報につきましては各クラス別の情報がないため、全てのシェアクラスを含むファンド全体の情報

を開示しています。 

 

■費用の明細（2023年７月１日～2024年６月30日） 
項目 当期 

 米ドル 
(a)運用報酬、投資顧問料 9,067,918 
(b)管理費用 981,286 
(c)その他の費用 1,325,345 

合計 11,374,549 

 

■純資産計算書（2024年６月30日現在） 
項目 当期末 

 米ドル 
資産合計 565,409,586 

有価証券 557,903,577 
預金 3,536,011 
未収追加設定金 47,660 
有価証券売却未収入金 3,705,772 
未収配当金 177,025 
諸費用免除調整金 39,268 
その他の資産 273 

負債合計 9,030,343 
未払解約金 2,611,583 
有価証券買付未払金 5,810,754 
未払販売費用 22,620 
未払運用報酬等 478,491 
未払管理費用等 46,529 
その他の負債 60,366 

純資産 556,379,243 
 
（注）各項目の金額の整数未満を四捨五入しているため、資産合計および負債合計並びに純資産が一致しない場合があります。 

 



JPMorgan Funds-アセアン・エクイティ・ファンド

■有価証券明細（2024年６月30日現在）

株式

株式

株式

タイ

ベトナム

ルクセンブルク

バミューダ

マレーシア

投資証券

ケイマン諸島

インドネシア

マレーシア

フィリピン

シンガポール

数量通貨銘柄 評価額

（米ドル）

数量通貨銘柄 評価額

（米ドル）
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ＣＡマネープールファンド（適格機関投資家専用）

 
ＣＡマネープールファンド（適格機関投資家専用） 

運用報告書 
≪第18期≫ 

決算日：2025年２月17日 

(計算期間：2024年２月16日～2025年２月17日) 

 

当ファンドはこの度、上記の決算を行いました。ここに期中の運用状況についてご報告申し

上げます。 

 

■投資対象ファンドの概要 

運 用 方 針 

主として本邦通貨表示の短期公社債に投資し、安定した収益の確保をめざして運

用を行うとともに、あわせてコール・ローンなどで運用を行うことで流動性の確

保を図ります。 

主 要 運 用 対 象 本邦通貨表示の短期公社債を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 外貨建資産への投資は行いません。 

 

■最近５期の運用実績 

決  算  期 

基   準   価   額 
債券組入 
比  率 

純資産 
総 額  

税込み 
分配金 

期 中 
騰落率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

14期（2021年２月15日） 10,042 0 △0.1 64.6 773 

15期（2022年２月15日） 10,035 0 △0.1 70.8 552 

16期（2023年２月15日） 10,027 0 △0.1 74.3 473 

17期（2024年２月15日） 10,020 0 △0.1 70.8 495 

18期（2025年２月17日） 10,022 0 0.0 75.8 421 
 
（注）当ファンドは運用成果の目標基準となるベンチマークを設けておりません。また、当ファンドと適切に対比できる参考指数はありませ

ん。以下同じ。 
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ＣＡマネープールファンド（適格機関投資家専用）

■当期中の基準価額等の推移 

年   月   日 
基  準  価  額 債券組入 

比  率  騰 落 率 

（期 首） 円 ％ ％ 

2024年２月15日 10,020 － 70.8 

２月末 10,018 △0.0 70.8 

３月末 10,017 △0.0 71.8 

４月末 10,018 △0.0 67.8 

５月末 10,016 △0.0 67.6 

６月末 10,019 △0.0 70.8 

７月末 10,017 △0.0 70.7 

８月末 10,019 △0.0 65.7 

９月末 10,022 0.0 73.2 

10月末 10,022 0.0 70.4 

11月末 10,018 △0.0 74.3 

12月末 10,022 0.0 77.4 

2025年１月末 10,021 0.0 77.9 

（期 末）    

2025年２月17日 10,022 0.0 75.8 
 
（注）騰落率は期首比です。 

 



u100013_025_4153953712511.docx 

 

― 17 ― 

ＣＡマネープールファンド（適格機関投資家専用）

■１万口当たりの費用明細 

項     目 

第 18 期 

(2024年２月16日 

～2025年２月17日) 
項 目 の 概 要 

金 額 比 率 

(a) 信 託 報 酬 16円 0.158％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

( 投 信 会 社 ) (13) (0.126) 委託した資金の運用の対価 

( 販 売 会 社 ) ( 1) (0.008) 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、 

購入後の情報提供等の対価 

( 受 託 会 社 ) ( 2) (0.024) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

(b) そ の 他 費 用 0 0.002 その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

( そ の 他 ) ( 0) (0.002) 信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用等 

合     計 16 0.160  

期中の平均基準価額は10,019円です。 
 
（注１）費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。 
（注２）消費税は報告日の税率を採用しています。 
（注３）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注４） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

■売買及び取引の状況（2024年２月16日から2025年２月17日まで） 

公社債 

 買 付 額 売 付 額 

国 内 

 千円 千円 
国 債 証 券 149,556 9,968 

地 方 債 証 券 
180,482 50,029 

 (300,000) 
 
（注１）金額は受渡し代金です。経過利子分は含まれていません。 
（注２）単位未満は切捨てです。 
（注３）（ ）内は償還等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 

 

■主要な売買銘柄（2024年２月16日から2025年２月17日まで） 

公社債 

買            付 売            付 
銘        柄 金    額 銘        柄 金    額 

 千円  千円 
第1263回国庫短期証券 149,556 第137回共同発行市場公募地方債 50,029 
第146回共同発行市場公募地方債 100,320 第1263回国庫短期証券 9,968 
第148回共同発行市場公募地方債 80,162   

 
（注１）金額は受渡し代金です。経過利子分は含まれていません。 
（注２）単位未満は切捨てです。 
（注３）国内の現先取引によるものは含まれていません。 
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ＣＡマネープールファンド（適格機関投資家専用）

■利害関係人との取引状況等（2024年２月16日から2025年２月17日まで） 

当期中における利害関係人との取引等はありません。 
 
（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

■組入資産の明細（2025年２月17日現在） 

公社債 

Ａ 債券種類別開示 

国内（邦貨建）公社債 

区 分 
当          期          末 

額面金額 評 価 額 組入比率 
うちＢＢ格 
以下組入比率 

残 存 期 間 別 組 入 比 率 
５年以上 ２年以上 ２年未満 

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％ 
国 債 証 券 140,000 139,552 33.1 － － － 33.1 
地 方 債 証 券 180,000 180,088 42.7 － － － 42.7 

合 計 320,000 319,640 75.8 － － － 75.8 
 
（注１）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 
（注２）単位未満は切捨てです。 
（注３）－印は組入れなしです。 
（注４）評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 

 

Ｂ 個別銘柄開示 

国内（邦貨建）公社債 

種 類 銘     柄 
当     期     末 

利 率 額 面 金 額 評  価  額 償還年月日 

  ％ 千円 千円  

国 債 証 券 第1263回国庫短期証券 － 140,000 139,552 2025/10/20 

小    計  140,000 139,552  

地 方 債 証 券 
第146回共同発行市場公募地方債 0.553 100,000 100,037 2025/５/23 

第148回共同発行市場公募地方債 0.553 80,000 80,051 2025/７/25 

小    計  180,000 180,088  

合    計  320,000 319,640  
 
（注）額面・評価額の単位未満は切捨てです。 
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ＣＡマネープールファンド（適格機関投資家専用）

■投資信託財産の構成（2025年２月17日現在） 

項            目 
当   期   末 

評   価   額 比   率 

 千円 ％ 

公 社 債 319,640 75.8 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 ､ そ の 他 102,177 24.2 

投 資 信 託 財 産 総 額 421,817 100.0 
 
（注）金額の単位未満は切捨てです。 

 

■資産、負債、元本及び基準価額の状況 

2025年２月17日現在 

項 目 当 期 末 

(A) 資 産 421,817,536円 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 101,696,269 

公 社 債(評価額) 319,640,340 

未 収 利 息 480,927 

(B) 負 債 235,213 

未 払 信 託 報 酬 229,273 

そ の 他 未 払 費 用 5,940 

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 421,582,323 

元 本 420,645,270 

次 期 繰 越 損 益 金 937,053 

(D) 受 益 権 総 口 数 420,645,270口 

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,022円 

 
（注記事項） 

期首元本額 494,224,101円 
期中追加設定元本額 139,957,498円 
期中一部解約元本額 213,536,329円 

■損益の状況 

当期 自2024年２月16日 至2025年２月17日 

項 目 当 期 

(A) 配 当 等 収 益 1,260,001円 

受 取 利 息 1,267,483 

支 払 利 息 △   7,482 

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 △  915,529 

売 買 益 163,129 

売 買 損 △ 1,078,658 

(C) 信 託 報 酬 等 △  238,192 

(D) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 106,280 

(E) 前 期 繰 越 損 益 金 △  632,666 

(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 1,463,439 

(配 当 等 相 当 額) ( 16,202,467) 

(売 買 損 益 相 当 額) (△14,739,028) 

(G)  計 (Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 937,053 

(H) 収 益 分 配 金 0 

次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ＋Ｈ) 937,053 

追 加 信 託 差 損 益 金 1,463,439 

(配 当 等 相 当 額) ( 16,202,467) 

(売 買 損 益 相 当 額) (△14,739,028) 

分 配 準 備 積 立 金 5,300,016 

繰 越 損 益 金 △ 5,826,402 
 
（注１） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含み

ます。 
（注２） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含

めて表示しています。 
（注３） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、

追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい
ます。 

 

 


